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数学

■出題のねらい
　２次方程式，ベクトル，場合の数など様々な項目についての基本的な知識を問いました。

■採点講評
　空所 エ  ， カ  の正答率が若干低かったです。全体的によくできていました。計算ミ
スやケアレスミスに注意しましょう。

■出題のねらい
　数列（漸化式）および図形と方程式について，基本的な事項を問いました。

■採点講評
　総じてよくできていました。
　（１）　空所 ア  ， イ  ， ウ  は，よくできていました。空所 エ  は，計算ミスが目

立ちました。
　（２）　空所 オ  はよくできていましたが，空所 カ  で符号ミスが目立ちました。空所 

 オ  ， カ  ができている人は，空所 キ  まで正答できていました。

■出題のねらい
　対数を含む関数の積分に関する基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。

　（２）　　 倍をせずに（１）の解答をそのまま用いている誤答が多く見受けられました。

　（３）　（２）を正答した人の多くが正答に至っていました。

■出題のねらい
　対数の基礎に関する理解度および基本的な計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　空所 ア  ， イ  ， ウ  は対数の基本公式からすぐにわかる問題のため，よく

できていました。ただし，空所 イ  の解答を 1－Aではなく，1/Aとするものが散
見されました。対数の基本公式が正しく使えるように，よく練習しておきましょう。
また，空所 エ  は，12と正しく解答した人が多かったですが，11と１つ違いの誤
答もありました。小さな数の対数の値と小数の位の対応関係について慎重に考えれ
ばわかることです。このような事項は暗記ではなく，（具体例を交えて）自分が納
得できるまで考える習慣をつけるようにしましょう。

　（２）　空所 オ  ， カ  ， キ  は既約分数の数え上げやそれらの総和を求める問題で，
概ねよくできていました。空所 キ  の正答は，既約分数の総和で　　 ＝15ですが，

　　　分子の930を間違えた誤答がかなりありました。穴埋め問題では，計算ミスが致命
的ですので，気をつけましょう。

■出題のねらい
　無理関数の微分積分について，基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていましたが，合成関数の微分ができていない解答が見受けられました。
　（２）　f’（ x ）＝０の解で， x＝－　　を除いていない解答が見受けられました。
　（３）　（２）の結果をうまく使えていない解答が見受けられました。
　（４）　概ねよくできていましたが， xに戻さず t のままの解答が見受けられました。
　（５）　積分範囲が間違っていたり，計算式は立てられても積分値が求まらない，もしく

は間違っている解答が見受けられました。

■出題のねらい
　絶対値を含む２次関数について，不等式，グラフ，定積分，直線との交点を問う問題で
す。

■採点講評
　（１）　よくできていました。
　（２）　多くの人ができていました。一方で，接続点やグラフ形状が不正確な解答が散見

されました。グラフが必要になる理由を把握して，正確な記述を心掛けてください。
　（３）　グラフを正確に書けていた人の多くが正答できていました。一方で，積分範囲が

不正確なために正答にたどりつけていない解答も複数ありました。落ち着いて問題
文を読み，丁寧に計算過程を残していけば間違いが減らせるはずです。

　（４）　題意の直線は定点（ 　，0）を通り傾きが変化します。点（ 　，0）が f（ x ）と
の共有点になっていることから，他の共有点が１個となる傾きaを探すことになり
ます。a=０には多くの人がたどりついていましたが，正答者は少数でした。（２）
のグラフを利用すると整理が容易になります。
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問11【内容を理解して小見出しを選択する問題】（解答番号は 36 ）
　誤答として⑤や⑥を選択した受験者が多数いました。組織の調和や独創性の芽について
ももちろん言及されていますが、ここでの中心的なテーマが日本と西洋の違いであること
は本文をよく読めば気づくでしょう。正答率は28％でした。
問12【内容合致問題】（解答番号は 37 ）
　完答ということもあり正答率は７％でした。④・⑦を選択している受験者がいました。
孤独のとらえ方に幅があることについて「日本と異なり」とまで本文では言及していない
ため、④は不正答です。また、「他人に左右されず決して群れない人材を大切にする必要
がある」とまで著者は主張していないため、⑦も本文の内容に合致しません。②・③・
⑤・⑥・⑧で行われている説明が本文の内容に合致しないことも、本文をよく読めば確認
できます。
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